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背景：糖尿病は心血管疾患、一部の癌、死亡の重要なリスク因子とされている

が、質問票による糖尿病の自己申告は糖尿病を把握する際の簡便な方法の１つ

である。本研究は、健康診断を受診した日本人を対象に、糖尿病自己申告の妥

当性を検討することを目的とした。 

方法：対象は佐久コホート研究の参加者 2535名(28－85歳)で、糖尿病自己申告

の妥当性を横断的に検討した。空腹時血糖値 ≥ 126 mg/dL、75g ブドウ糖負荷後

2時間血糖値 ≥ 200 mg/dL、HbA1c ≥ 6.5%、血糖降下薬の使用、のいずれかの基

準を満たす者を糖尿病と判定した。 

結果：251名が糖尿病を自己申告していた。そのうち、121名が血糖降下薬を使

用しており、69名は血糖降下薬を使用していなかったが、空腹時血糖値、75g

ブドウ糖負荷後 2時間血糖値、HbA1c、のいずれかの基準を満たした。糖尿病を

自己申告しなかった 2284名のうち、80名が空腹時血糖値、75g ブドウ糖負荷後

2時間血糖値、HbA1c、のいずれかの基準を満たしたため、糖尿病と判定された。

その結果、糖尿病自己申告による感度は 70.4%、特異度は 97.3%であり、陽性反

応的中率は 75.7%、陰性反応的中率は 96.5%であった。また、未診断糖尿病の割

合は 3.0%であった。未診断糖尿病の 64.2%の対象者は空腹時血糖値が正常域で

あったが、負荷後 2時間血糖値、HbA1c、のいずれか基準を満たしたため糖尿病

と判定された。 

結論：日本人の集団を対象とした疫学研究において、血液検査を施行すること

が困難な場合、自己申告により糖尿病を把握することを支持する結果であった。 
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